
ある。そしてまた計算機を万能視するな，有能な

人材をも忘れるな，という警告でもある。もちろ

んいつまでも，特定の人にたよっていてはいけな

いのであって，だからこそ計算機による検索を研

究しているわけである。

　反面，研究者が真に必要とする情報を適確にう

るには，漫然と端末機の前に坐って計算機に問い

合わせるだけでは不十分であり，よくなれた係員

の協力をうる必要が大きいことも痛感した。

　ここに記したことは，かなり特殊な分野の特殊

な研究者の話であるが，他分野の方々にも，情報

検索について参考になる点があれば幸いと思って

筆をとった。と同時に，本務の余暇にこれだけの

仕事をなしとげた三機関の関係者の方々（という

と私自身も含まれてしまうのだが）の御協力に感

謝の詞をのべたいQ

解説・コンピュータによる情報検索①

　コンピュータによる情報検索が時代のすう勢と

なっているが，京都大学大型計算機センターでは

情報検索システム　FAIRS（Facom　Advanced

Informatioll　Retrieval　System）を用いて，研究

上必要な情報や各種のデータなどが検索可能とな

っている。同センターで運用されているデータベ

ースには，INSPEC（物理学，電子・電気工学

制御工学，機械工学関係），　XDCBIB　（結晶構

造），RIMS（数学，物理学関係），DESY（高エ

ネルギー物理学関係），SAO（16等星以上の星の

データ）等々があるが，9月8日からはPICMS

（数理科学の国際会議関係）及びERIC（教育学

関係）のデータベースの運用が開始された。

　これまで図書館では，手作業で文献情報や書誌

情報の検索を行ってきたが，このような情報検索

システムによって，迅速・適確かつ網羅的に情報

検索を行うことができる。また，コンピュータ端

末機器の発達に伴い，電話回線を利用する方式等

も普及してきており，図書館や研究室からはもち

ろん，家に居ながらにして情報検索を行うことさ

え可能な情勢になっている。

　そこで本誌では，図書館利用者のために，各種

のデータベースについて初歩的な段階の解説を試

みる。今回はその第1回として，ERICについて

概略説明する。

ER　I　C（教育学関係データベ・一ス）について

教育学部図書掛長村田修身

　　　　　　　　1
　ERICは　Educational　Resources　Information

Center　（教育情報源センター）の略称で，アメ

リカ政府の教育局（U．S．Office　of　Education）

が教育情報の収集と配布を目的として1965年に設

立したネットワーク・システムである。現在はワ

シントンにある米国教育研究所（National　Insti－

tute　of　Education）に本部を置き，　これがアメ

リカ各地に配置された16のクリアリングハウスそ

の他の組織全体を統括している。各クリアリング

ハウスはそれぞれ特定の主題分野を分担して，情

報を分析・評価・選択・抄録及び索引作業を行っ

ている。

　これら情報網を通して収集された情報は，α）雑

誌記事を対象とした　CIJE（Current　Index　to

Joumals　in　Education）と，（ロ）研究報告書や会

議録等を対象としたRIE（Resources　in　Educa－

tion）とに分けて，月刊誌の形または磁気テープ

によって頒布される。そこに収録されている文献

の記述は図1のようになっている。

　CIJEは1969年より教育諸科学及びそれに関連

する雑誌約230誌を対象として発足したが，現在

では700以上の雑誌が収録の対象となっている。

1979年末までに収録された文献は，CIJEとRIE

とを合せて約38万件にのぼっている。
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　　　　　　　　　　2

　ERICのデータベースはCIJEとRIEとに分か

れているわけであるが，FAIRSではそれらを同

時に検索することも，あるいは個別に検索するこ

とも可能である。コンピュータによる情報検索の

メリットは，いうまでもなく，その迅速性や網羅

性にあるが，複合主題の検索時などには手作業に

比べて格段の利便がある。では以下に，FAIRS

による検索について簡略に説明しよう。

　（1）シソーラスについて

　情報検索とシソーラス　（Thesaurus・索引語彙

表）とは関連が深いが，ここではシソーラスがな

くても検索が可能である。シソーラスの構成単位

であり，検索の際の手がかりとなる語であるディ

スクリプタ（Descriptor）を知らなくても，ディ

スクリプタに採用されている（と思われる）語ま

たはそれに近い形で検索できるし，BROWSEと

いう機能を使ってディスクリプタを表示させるこ

ともできる。図2は，ライブラリー・オートメー

ションに関する文献を探すのに，ディスクリプタ

がわからないので，　「ライブラリー」と「オート

メーション」とに分けて検索を試みた例である。

LIBRAR＠としたのは，LIBRARYやLIBRAR一
皿Sといった語をもれなく拾い出すためであり，

AUTOMAT＠としたのも同様にAUTOMATION
ばかりでなくAUTOMATICといった語なども含

めて検索するためである。なお，SEAはSEARCH：

の略であるが省略せずに入力してもよい。また，

DEはDESCRIPTORの略，EQはEQUA：Lの略で
ある。ANDは論理積を求めるコマンドであり，

OUTはその検索結果を出力させるものである。

（ここでは抄録やディスクリフoタ等の表示を除い

た形を標準出力としている。）

　（2）主題から検索する場合

　上述のように，ディスクリフoタによって検索す

る方法が有効であるが，ディスクリプタに未だ採

用されていないような専門用語や研究フ。ロジェク

ト名等については，ERICではアイデンティファ

イア（IDENTIFIER・略称はID）というシソー

ラスの統制下にない語彙を備えている。図3は，

REFERENTIAIL　COMMUNICATIONに関する
文献を検索しようとして，まずディスクリフ。タに

よるアプローチをしたが見つからないので，アィ

デンティファイアによって引き直したものであ

る。その検索結果に加えて，論文名の中にREF－

ERENTIAL云々という語を含むものを検索する

ためにORという論理和を求めるコマンドを使用

し，さらにその結果の中から最近2年間の極く新

しい文献を選り出させたところまで示してある。

TIはTITLEの略，PYはPUBLISH　YEARの意
である。GEは不等号〉と等号＝と，つまり「よ

り大きいか等しい」の意であり，ここでは1979年

以降の文献に限定したことになる。
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図2（検索結果の打出部分＃2以下は省略）

　（3）著者から検索する場合

　著者名の表示方法は，目録作成者にとっても苦

労させられるところである。極く単純な姓名の場

合でも，文献目録や書誌類あるいは論文執筆者の

引用の表示の仕方等，それぞれ異なった表わし方

がされている場合が屡々ある。たとえば，Jesse

H：．Sheraは次のようないくつかの表記がなされ

るQ

　　①SHERA，J　H：

　　②SH：ERA，」．H。

　　③SHERA，JESSE　H
　　④SHERA，JESSE　H・

　われわれが眼で見た場合，これらはすべて同一

人であろうと読みとることができるが，コンピュ

ータにとっては，それぞれ別の人ということにな

ってしまう。そこで，典拠ファイルによって統一

した著者名を採用するわけである。その統一され

RS二＞　SEA　DE　E（；！　／REFERENTIAL　C⊂IN門UNI⊂：《TI〔IN！

＋FR：31Ql　I　Nl二〕　RECORDS　FOl」ND

RS二＞　SE《　ID　EC！！REFERENT工AL　⊂：ONNUNIC昌TI〔〕N！

＋FRl31001　1　《RT工CLEID〔〕Cし1回ENT（S）　FOUND

R3二＞　〔IR　TI　H合3　REFERENT工《LQ
＋FR∈11（，OI　5　（RTICLEID1⊃Cし」門ENT（S）　FOし」NP

R9二：3・（N［I　PY　GE　79

＋FRl…；100工　4　（RTICLE／［”：〕1二：IJ断ENT（3〉　FOl」ND

　　　　　　　　図3

た形はBROWSEというコマンドによって，求め

るものを含む近辺を表示させることができる。ま

た，自分の探したいもの（ここでは著者名の綴

り）が不明確な場合にも，この方法で調べること

ができる。

　図4は，SH：ERAについてブラウジングして，

正確な綴り輔、flべてから検索した例である。この

例では著者名の綴りを逐一タィプィンしている

が，そのかわりに語番号（W－NO・）　を使用して

もよい。BROはBROWSEの略，AUはAUTHOR
の略である。

RS〉　BRl〕

＋FR＄20｛）1

　　囚一NO．
　絆0001）1

　拝OOOO2
　絆O（IOOき

　＃OOQO4
　拝O〔）OO5
（斎）赫OOOQ6
　＃〔）OOO7
　＃OOOOl∋
　＃（二IOOO’ヲ

　醤00010
　特OO（》11

RS〉　SE《　《U

＋FR∈11001

《しj　EQ　＄HERA

BRl二咽51NG　OF　ELE門ENT

　EQ
2　《RTll⊃LE／DOCUNENT（き）

　　　　　　　・ノAu／
RECl二IR后S　〉《LしIE

　　　l　SHEPP（RD，　C“　J－　R．

　　　i　SHEPP（RD、　GしENN
　　　l　SHEPP《R【〕，　N・　《L（N

　　　5　9HER，　JONATHAN　P曹
　　　1　SHER，　L《し；RENCE
　　　2　＄HER畠7　JE3SE　H6
　　　2　SHER《S7　PETER　L．
　　　1　5HERIDAN，　BARRETT　E．
　　　1　SHERIDAN，　DANIEL
　　　l　SHERI【〕《N，　E．　N（RCIA
　　　1　εHERID《N，　J《〔：k

！＄HERA，　JE∈ISE　H働ノ

　　　　　　　　F君〕UN【！

　　図4

　上記の各検索方法の他に，雑誌名（」OURNAI・

NAME・JNと略す）等を対象とした検索も可能
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であり，それらを組み合わせることによって，よ

り有効な情報検索を行うことができる。

　　　　　　　　　3

　以上，ERICとその検索について簡略に述べた。

紙数の制限から，ERICのカヴァーする主題範囲

やその特徴等について述べるゆとりはもはやない

が，ERICは，教育諸科学とその関連領域（心理

学，社会学，あるいは医学の分野まで）にわたる

かなり学際的な広がりをもち，それに対応した広

い研究者層の要求に応じ得ることを附言しておこ

う。また，ERIC以外の人文・社会科学系のデー

タベースと併せて使用することによって，より有

用な情報検索への道が開かれることであろう。

大学図書館職員長期研修に参加して

文学部図書室　森 稔　　夫

　去る8月4日から8月23日までの3週間，東京

学芸大学を中心として上記の研修が行なわれた。

研修の行なわれた施設及び見学先は20ケ所程にも

及び，それぞれが特色のある活動を行なっており

大変参考になった。

　この研修では36名の参加者は自然系と人文・社

会系とにそれぞれ18名づつに分かれたが，参考業

務の実習以外は同一のカリキュラムで行なわれ

た。今から思うと自然系と人文・社会系とに分け

る必要性は余り無かったのではないか。というの

も，異った分野の実情を知る事は，お互いに刺激

にもなり，そこから得る所も多いと思われるから

である。もちろん図書館のサービスといっても，

それぞれの学問分野によってその性格が多少異っ

ているのも事実である。例えば自然系と人文系と

では，利用者の要求するサービスにしても，前者

は雑誌等を中心とし，速報性を重視するのに対

し，後者はどちらかというと単行書を中心とし

て，速報性に対してはそれほどの厳格性は要求さ

れないといった点などである。

　さて，この研修ではこれからの大学図書館の在

り方についての，マク・な視点からの長期的ビジ

ョンが提起された。本年1月，学術審議会から出

された答申「今後における学術情報システムの在

り方について」は，これからの日本の文教政策の

中でも重要な位置を占める様に思われる。この答

申は，国家的見地からの学術情報システムを指向

しており，図書館だけを対象としたものではない

が，その計画の中では図書館，特に大学図書館の

果す役割には大きいものがある。

　この様なトータルな学術情報システムが考えら

れる様になった背景には様々な要因があるが，一

口に言えば学問の進歩に対する情報の提供をする

側の立ち遅れであり，そのギャッフ。を埋めるため

の対応であり，それを可能とする技術的背景とし

て，コンピューターや通信技術の目覚しい進歩が

ある。

　問題を図書館に限定してみると，先ず第一に一

次資料の充実が必要であり，次に全国的ネットワ

ークの聞題がある。計画されている全国的ネット

ワークの構成は，中枢センター，ローカルセンタ

ー
，
端末館といった重層構造を持っており，各図

書館は端末館の位置を占める。京大などの場合

は，学内の図書館群が学内のネットワークによっ

て一つにまとまる必要があろう。

　オンラインネットワークシステムを利用して計

画されているものには次の様なものがある。

　（1）目録業務の機械化；L　C－MA　R　C，J　AP

AN－MARC，ローカルインプット等を用いて

のShared　Cataloging．

　（2）オンライン情報検索；データベースを利用し

た参考業務。

　（3）所在唐報の形成；雑誌の場合で言うと学術雑

誌総合目録を基本とし，単行書の場合には（1）の

Shared　Catalogin9に並行して所在情報も形成さ

れる。が，既に所蔵されている膨大な単行書にっ
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